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（一財）長野陸上競技協会 普及強化委員長 横打 史雄 
同 ジュニア部長（選手団監督） 跡部 定一 

 

第 50 回ジュニアオリンピック 大会報告とお礼 

 

 時下，ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

 このたびは，ご多用中にもかかわらず，標記大会への選手，コーチのご派遣にご理解

とご協力を賜りまして，誠にありがとうございました。 

 大会開催期間は 10 月 11 日（金）～13 日（日）を予定しておりましたが、台風 19 号

の影響で 11 日（金）のみの開催となりました。そのような状況の中でも選手、コーチ

を派遣していただき、重ねて御礼申し上げます。おかげさまをもちまして、等々力陸上

競技場で行われました第 50 回ジュニアオリンピック大会では，開催期間 1 日のみとい

う中でも優勝 1 を含む 4 種目において入賞することができました。 

 12 種目が行われたのみとなりましたが、その中でも優勝、入賞できましたことは、こ

のような状況の中でも力を発揮できる選手の頑張り、所属校、チームの日々のご指導の

たまものです。日々のご指導に感謝申し上げます。個々の成績については別紙をご覧下

さい。 

 「Team Nagano」を合い言葉に選手・コーチが一丸となって戦うことができました。

本来、競技がない時間は他の選手のサポート等を考えましたが、今回は選手の安全を第

一に考え、長野からの移動を控えた選手、現地入りしたにもかかわらず、そのまま帰県

した選手もいます。そんな選手たちの思いを胸に、残った選手は戦い抜くことができま

した。応援等は例年並みにはできませんでしたが、残った選手が声をからして応援する

姿も見られ、選手団が「長野」の名の下に団結し精一杯の競技をすることができました。 

 このような成績を残せたのも，大会までの合宿及び本大会に快く選手・コーチを派遣

して下さった関係各校の皆様，各校顧問の先生方や長野陸上競技協会の会員の皆様のご

支援の賜物であり，心より感謝申し上げます。 

 台風の影響で、急遽予定を変更して動いていただく選手が多数いて、所属校、保護者

の皆様、そして選手本人にも多大な負担とご心配をおかけしました。行程の変更等、ご

理解、ご協力いただいたことに感謝申し上げます。 
次年度以降にもこの結果をつなげ、入賞・自己記録更新を目指し，更なる強化策を進

めて参ります。今後ともより一層のお力添えをお願いいたしまして，結果報告とお礼の

ご挨拶と致します。 


